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最
初
に
個
人
的
な
話
で
申
し
訳
な
い
の
だ
が
、
二
○
○
三
年
に
喜
界
島
で

防
衛
施
設
局
喜
界
通
信
所
（
い
わ
ゆ
る
象
の
オ
リ
）
建
設
に
関
連
し
て
山
川

中
西
遺
跡
の
調
査
が
開
始
さ
れ
、
翌
年
夏
私
は
、
琉
球
大
学
の
池
川
榮
史
氏
、

奄
美
市
立
（
当
時
は
名
瀬
市
立
）
奄
美
博
物
館
の
高
梨
修
氏
と
と
も
に
、
喜

界
町
教
育
委
員
会
の
澄
田
直
敏
氏
が
担
当
さ
れ
て
い
た
山
田
半
田
遺
跡
の
調

査
現
場
を
訪
れ
た
。
喜
界
島
の
高
台
に
膨
大
な
数
の
ピ
ッ
ト
を
見
て
、
こ
れ

は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
遺
跡
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
っ
た
。
こ
の
あ
と

も
県
営
の
土
地
改
良
事
業
に
関
わ
っ
て
、
半
田
ロ
・
小
ハ
ネ
・
前
川
・
大
ウ

フ
・
半
田
・
赤
連
と
二
○
○
九
年
度
ま
で
調
査
が
続
き
、
幾
度
と
な
く
こ
の

城
久
遺
跡
群
を
訪
ね
、
調
査
状
況
等
を
ご
教
示
い
た
だ
い
て
き
た
。
こ
の
間
、

二
○
○
五
年
三
月
に
喜
界
烏
郷
士
研
究
会
が
主
催
（
後
援
、
九
州
国
立
博
物

館
設
立
準
備
室
）
し
て
「
喜
界
島
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
古
代
・
中
世
の
キ
カ
イ

ガ
シ
マ
」
が
開
催
さ
れ
、
二
○
○
七
年
に
は
國
學
院
大
學
の
鈴
木
靖
民
氏
と

池
田
榮
史
氏
に
よ
っ
て
「
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
』
一
三
○
号
（
大
和
書
房
）

に
「
古
代
・
中
世
の
日
本
と
奄
美
・
沖
縄
諸
島
」
の
特
集
が
組
ま
れ
、
同
年

〈
書
評
と
紹
介
〉

ヨ
ー
ゼ
フ
・
ク
ラ
イ
ナ
ー
、
小
口
雅
史
、
古
成
直
樹
編

「
古
代
末
期
・
日
本
の
境
界
ｌ
城
久
遺
跡
群
と
石
江
遺
跡
群
』

書
評
と
紹
介

永
山
修
一

二
月
に
は
奄
美
市
と
喜
界
町
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
古
代
・
中
世
の
境
界
領
域

ｌ
キ
ヵ
ィ
ガ
シ
マ
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
が
開
か
れ
た
。
さ
ら
に
翌

年
に
は
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
を
も
と
に
池
田
榮
史
編
『
古
代
中
世

の
境
界
領
域
キ
カ
イ
ガ
シ
マ
の
世
界
」
（
高
志
書
院
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
一

連
の
古
代
～
中
世
の
キ
カ
イ
ガ
シ
マ
を
テ
ー
マ
と
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参

加
し
、
関
係
書
籍
に
接
す
る
中
で
、
強
く
興
味
を
引
か
れ
た
の
が
、
東
北
新

幹
線
新
青
森
駅
お
よ
び
そ
の
周
辺
開
発
に
関
わ
っ
て
調
査
さ
れ
、
鈴
木
靖
民

氏
に
よ
っ
て
で
紹
介
さ
れ
た
青
森
市
の
新
田
（
１
）
遺
跡
の
こ
と
で
あ
っ
た

（
「
古
代
喜
界
島
の
社
会
と
歴
史
的
展
開
」
「
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
」
二
一
一

○
号
、
「
広
が
る
古
代
日
本
の
境
界
」
『
朝
日
新
聞
」
一
一
○
○
七
年
三
月
二
一
一

日
付
夕
刊
）
。
い
ず
れ
も
、
古
代
末
期
の
日
本
の
境
界
域
に
立
地
し
、
双
方
の

対
比
の
中
で
当
該
時
期
の
日
本
の
姿
に
新
し
い
一
回
を
見
い
だ
せ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
新
川
（
１
）
遺
跡
の
現
場

を
訪
れ
る
機
会
は
な
か
っ
た
が
、
二
○
○
几
年
秋
に
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ

ン
タ
ー
黎
明
館
で
開
催
さ
れ
た
企
阿
特
別
展
「
古
代
の
ロ
マ
ン
北
南
」
で
は
、

喜
界
島
城
久
遺
跡
群
出
土
の
遺
物
と
と
も
に
新
田
（
１
）
遺
跡
の
出
土
遺
物

や
中
尊
寺
関
係
の
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
螺
釧
に
よ
る
工
芸
肋
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
□

そ
う
し
た
折
、
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
所
が
「
古
代
末
期
の
境
界
世
界

１
石
江
遺
跡
群
と
城
久
遺
跡
群
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
「
異
文
化
研
究
と
し
て
の
〈
日
本
学
〉
」
の
サ
ブ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
③
「
日

本
の
中
の
異
文
化
」
の
総
括
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
を
開
催
す
る
こ
と
を
知
り
、

一
一
○
○
九
年
一
一
月
一
三
・
一
川
Ｈ
の
二
日
間
に
わ
た
る
報
告
・
討
論
を
フ

ロ
ア
か
ら
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
た
い
へ
ん
充
実
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

あ
っ
た
が
、
そ
れ
か
ら
半
年
に
し
て
そ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
も
と
に
し
た
本

九

Hosei University Repository



書
が
刊
行
さ
れ
、
こ
の
二
つ
の
遺
跡
群
に
関
す
る
、
最
新
の
情
報
と
現
時
点

で
の
評
価
を
共
有
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
短
期
間
で
の
刊
行
を
実
現

さ
れ
た
関
係
諸
氏
の
ご
努
力
に
対
し
て
ま
ず
は
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
う
。

最
初
に
、
本
書
の
構
成
を
掲
げ
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

は
じ
め
に

ヨ
ー
ゼ
フ
・
ク
ラ
イ
ナ
ー
、
吉
成
直
樹

①
古
代
末
期
の
北
と
南

村
井
章
介

Ｉ
南
の
世
界
喜
界
島
・
城
久
遺
跡
群

②
古
代
・
中
世
の
南
方
世
界
ｌ
キ
カ
イ
ガ
シ
マ
・
交
易
・
国
家
ｌ

吉
成
直
樹

③
喜
界
島
城
久
遺
跡
群
の
発
掘
調
査

澄
田
直
敏

④
薩
南
諸
島
の
様
相
か
ら
み
た
喜
界
島

新
里
貴
之

⑤
列
島
南
縁
に
お
け
る
境
界
領
域
の
様
相

ｌ
古
代
・
中
世
の
奄
美
諸
島
を
め
ぐ
る
考
古
学
的
成
果
Ｉ
高
梨
修

⑥
城
久
遺
跡
群
の
日
本
古
代
中
世
に
お
け
る
社
会
的
位
置

ｌ
津
軽
石
江
遺
跡
群
と
の
相
違
を
含
め
て

中
島
恒
次
郎

⑦
ヤ
コ
ウ
ガ
ィ
交
易
二
つ
の
口
と
一
つ
の
ロ
ー
争
点
の
整
理
と
検
討
ｌ

安
里
進

③
琉
球
方
一
一
一
一
ロ
ハ
行
子
音
翌
ｎ
の
素
性
を
さ
ぐ
る

中
本
謙

⑨
補
論
１
日
本
の
中
の
諸
言
語

ｌ
ア
イ
ヌ
・
ヤ
マ
ト
・
琉
球
の
言
語
生
成
Ｉ
間
宮
厚
司

⑩
補
論
２
『
お
も
ろ
さ
う
し
」
の
甕

福
寛
美

Ⅱ
北
の
世
界
ｌ
青
森
市
・
石
江
遺
跡
群

⑪
古
代
末
期
の
北
方
世
界
ｌ
北
方
史
グ
ル
ー
プ
の
研
究
視
覚
ｌ小
口
雅
史

法
政
史
学
第
七
十
四
号

最
初
の
論
文
の
①
村
井
章
介
「
古
代
末
期
の
北
と
南
」
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
基
調
講
演
を
も
と
に
し
た
論
考
で
あ
る
□
村
井
氏
が
、
一
九
八
五
年
に

発
表
し
た
「
中
世
日
本
列
島
の
地
域
空
間
と
国
家
」
で
示
し
た
、
同
心
円
モ

デ
ル
と
双
曲
線
モ
デ
ル
の
重
な
り
と
し
て
列
島
と
そ
の
周
辺
の
空
間
の
あ
り

方
に
若
干
の
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

同
心
円
モ
デ
ル
と
は
、
究
極
的
に
は
天
皇
の
身
体
を
中
心
に
、
中
心
ｌ
周

縁
ｌ
境
界
ｌ
異
域
と
い
う
四
つ
の
空
間
に
分
節
化
さ
れ
、
浄
ｌ
稜
構
造
に
重

な
る
も
の
で
あ
り
、
外
浜
と
鬼
界
島
は
そ
れ
ぞ
れ
東
と
西
の
境
界
と
な
る
。

⑫
青
森
市
石
江
遺
跡
群
の
特
質

木
村
淳
一

⑬
コ
メ
ン
ト
１
青
森
市
新
田
（
２
）
遺
跡
（
県
教
委
担
当
分
）葛
城
和
穂

⑭
コ
メ
ン
ト
２
新
田
（
１
）
遺
跡
出
土
木
簡
の
意
義
渡
辺
晃
宏

⑮
コ
メ
ン
ト
３
新
田
（
１
）
遺
跡
出
土
の
仏
教
関
係
遺
物
に
つ
い
て

須
藤
弘
敏

⑯
コ
メ
ン
ト
４
秋
田
県
の
古
代
木
製
祭
祀
具

ｌ
能
代
市
樋
口
遺
跡
を
中
心
と
し
て
Ｉ
山
川
帖
子

⑰
九
二
○
世
紀
の
青
森
県
周
辺
の
地
域
性

宇
部
則
保

⑱
古
代
末
期
の
蝦
夷
社
会

八
木
光
川

⑲
渤
海
か
ら
見
た
北
東
北
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
仏
教
小
嶋
芳
孝

Ⅲ
討
論
ｌ
南
北
の
境
界
の
検
討

⑳
南
北
の
境
界
領
域
の
比
較
ｌ
討
論
の
ま
と
め
ｌ

お
わ
り
に

小
口
雅
史

.■■■■■

■■■■■■■

四
○
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「
Ｉ
南
の
世
界
喜
界
島
・
城
久
遺
跡
群
」
と
し
て
②
～
⑩
の
九
本
の
論

考
が
排
列
さ
れ
て
い
る
爾
城
久
遺
跡
群
は
、
喜
界
島
中
央
部
の
標
高
九
○
～
一

六
○
Ｍ
の
海
岸
段
丘
上
に
位
潰
し
、
半
田
・
前
畑
・
大
ウ
フ
・
赤
連
・
小
ハ

ネ
・
半
田
ロ
・
山
川
半
円
・
山
田
巾
西
の
八
つ
の
遺
跡
か
ら
な
る
面
積
約
一

一
一
一
万
平
方
吋
、
九
世
紀
～
一
五
世
紀
の
遺
跡
で
あ
る
□

②
吉
成
直
樹
「
古
代
・
中
世
の
南
方
世
界
ｌ
キ
カ
イ
ガ
シ
マ
・
交
易
・
国

家
ｌ
」
は
、
コ
ャ
コ
ウ
ガ
イ
大
量
出
土
遺
跡
群
」
、
「
二
城
久
遺
跡
群
と

カ
ム
ィ
ャ
キ
古
窯
跡
群
」
、
「
三
城
久
遺
跡
群
と
グ
ス
ク
時
代
の
開
始
」
と

い
う
三
項
目
を
立
て
て
、
古
代
～
中
世
併
行
期
の
琉
球
弧
の
歴
史
像
を
、
現

時
点
に
お
け
る
考
古
学
・
文
献
史
学
の
両
面
の
研
究
成
果
に
基
づ
い
て
整
理

し
た
。
さ
ら
に
、
「
四
課
題
と
展
望
」
で
は
、
喜
界
島
城
久
遺
跡
群
そ
の
も

の
の
性
格
と
評
価
の
問
題
、
グ
ス
ク
時
代
の
開
始
や
琉
球
王
国
形
成
に
喜
界

島
（
奄
美
諸
島
）
が
来
た
し
た
役
割
の
究
明
が
必
要
な
こ
と
を
示
し
、
「
五

本
書
収
録
論
文
の
紹
介
」
で
は
、
研
究
史
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
③
～
⑩
の
内

容
を
簡
単
に
紹
介
し
て
い
る
。

③
澄
田
直
敏
「
喜
界
島
城
久
遺
跡
群
の
発
掘
調
査
」
は
、
発
掘
担
当
者
に

よ
る
城
久
遺
跡
群
の
概
要
説
明
で
あ
る
。
出
土
遺
物
か
ら
、
Ｉ
期
（
九
世
紀

双
曲
線
モ
デ
ル
と
は
、
東
で
は
日
本
海
、
西
で
は
東
シ
ナ
海
と
い
う
内
海
を

と
り
ま
く
地
域
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
、
外
部
に
あ
る
別
の
中
心
と
の
媒

介
項
を
形
づ
く
る
も
の
で
あ
る
。
城
久
遺
跡
群
と
石
江
遺
跡
群
は
、
そ
れ
ぞ

れ
境
界
領
域
に
浮
か
ぶ
島
の
よ
う
に
「
移
植
さ
れ
た
中
心
」
と
呼
ぶ
べ
き
遺

跡
で
あ
り
、
同
心
円
モ
デ
ル
に
修
正
を
迫
る
も
の
と
な
っ
た
こ
と
を
説
く
。

書
評
と
紹
介 ｜｜’

～
一
一
世
紀
前
半
）
、
Ⅱ
期
（
一
一
世
紀
後
半
～
一
一
一
世
紀
）
、
Ⅲ
期
（
一
三

世
紀
～
一
五
世
紀
）
に
分
け
、
建
物
跡
・
土
壌
墓
・
鍛
冶
炉
跡
な
ど
の
遺
構

に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
Ｉ
期
で
は
、
越
州
窯
青
磁
が
約
一
○
○
点
出
土
し

て
お
り
、
「
日
本
紀
略
」
に
み
え
る
大
宰
府
が
下
知
し
た
「
貴
駕
島
」
と
の
関

連
が
想
定
さ
れ
、
Ⅱ
期
は
、
中
国
産
貿
易
陶
磁
器
や
滑
石
製
石
鍋
、
朝
鮮
系

無
釉
陶
器
や
初
期
高
麗
青
磁
な
ど
の
出
土
か
ら
、
末
・
高
麗
を
含
む
環
東
シ

ナ
海
を
舞
台
と
し
て
活
発
な
交
易
活
動
の
中
で
城
久
遺
跡
群
が
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
の
遺
跡
群
に
関
し
て
昨
年
ま
で
に
二

遺
跡
、
三
冊
の
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
現
時
点
で
最
も
ま
と
ま
っ

た
遺
跡
群
の
概
説
と
な
っ
て
い
る
。

④
新
里
貴
之
「
薩
南
諸
島
の
様
相
か
ら
み
た
喜
界
島
」
は
、
土
器
の
中
で

も
煮
沸
具
を
中
心
に
、
喜
界
島
と
そ
の
周
辺
の
ト
カ
ラ
・
奄
美
諸
島
の
様
州

を
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
喜
界
島
が
コ
ロ
ニ
ー
の
よ
う
に
点
的
に
異

文
化
の
中
に
入
り
込
む
特
殊
な
環
境
で
は
な
く
、
南
に
張
り
柵
し
た
土
師
器

分
布
圏
の
最
南
端
の
位
置
づ
け
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
喜
界
島
の

生
活
様
式
は
南
島
的
要
素
が
認
め
ら
れ
、
喜
界
島
在
来
の
集
団
が
外
来
の
文

化
に
濃
厚
に
接
触
し
た
結
果
生
じ
た
受
容
形
態
の
一
類
型
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。

⑤
高
梨
修
「
列
島
南
縁
に
お
け
る
境
界
領
域
の
様
相
ｌ
古
代
・
中
世
の
奄

美
諸
島
を
め
ぐ
る
考
古
学
的
成
果
ｌ
」
は
、
貝
匙
あ
る
い
は
螺
釧
材
料
と
し

て
の
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
を
威
信
財
と
と
ら
え
、
奄
美
諸
島
に
集
中
す
る
ヤ
コ
ウ
ガ

ィ
大
量
出
土
遺
跡
は
、
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
交
易
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
□

つ
い
で
、
二
世
紀
代
か
ら
一
Ⅲ
世
紀
前
半
ま
で
生
産
が
継
続
し
た
徳
之
島

の
カ
ム
ィ
ヤ
キ
古
窯
跡
群
を
、
「
干
竈
時
家
処
分
状
」
や
「
金
沢
文
庫
蔵
日
本

四
一
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図
」
の
研
究
成
果
か
ら
国
家
領
域
周
縁
地
域
に
位
置
す
る
交
易
活
動
拠
点
と

し
て
の
奄
美
諸
島
と
関
わ
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
古
代
～
中
世
の
史
料
に

登
場
す
る
キ
カ
イ
ガ
シ
マ
に
関
す
る
文
献
史
学
の
研
究
成
果
か
ら
、
大
宰
府

の
出
先
機
関
や
政
治
勢
力
が
常
駐
す
る
状
況
な
ど
、
城
久
遺
跡
群
の
出
土
遺

物
の
非
在
地
性
に
つ
い
て
、
土
師
器
甕
・
滑
石
製
石
鍋
・
高
級
舶
載
容
器
類

の
大
量
出
土
を
紹
介
し
た
。
さ
ら
に
、
安
里
進
氏
に
よ
る
高
梨
氏
に
対
す
る

疑
問
・
批
判
に
対
し
て
反
論
を
行
い
、
読
後
に
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
大
量
出
土
遺
跡
・

カ
ム
ィ
ャ
キ
古
窯
跡
群
・
城
久
遺
跡
群
の
存
在
に
よ
っ
て
、
「
境
界
領
域
」
と

し
て
機
能
し
て
い
た
奄
美
諸
島
の
新
た
な
歴
史
像
が
確
認
さ
れ
て
き
た
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。

⑥
中
島
恒
次
即
「
城
久
遺
跡
群
の
日
本
古
代
中
肚
に
お
け
る
社
会
的
位
置

ｌ
津
軽
石
江
遺
跡
群
と
の
相
違
を
含
め
て
ｌ
」
は
、
「
中
心
」
と
境
界
領
域
の

位
相
を
分
析
す
る
装
置
と
し
て
、
「
中
心
」
で
使
川
さ
れ
る
焼
き
物
が
ど
の
よ

う
に
模
倣
さ
れ
て
い
く
か
と
い
う
「
原
型
ｌ
模
倣
型
」
を
用
い
て
、
煮
沸
具

や
階
層
表
現
装
置
と
考
え
ら
れ
る
供
膳
其
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
心
「
中
心
」

ｌ
境
界
領
域
（
異
域
ｌ
「
中
心
」
の
融
合
地
）
ｌ
異
域
を
設
定
す
る
と
、
供

膳
具
も
煮
沸
具
も
と
も
に
模
倣
し
て
い
る
津
軽
の
石
江
遺
跡
群
は
境
界
領
域

に
属
し
、
煮
沸
具
の
み
模
倣
し
模
倣
の
供
膳
具
が
存
在
し
な
い
喜
界
島
城
久

遺
跡
群
は
異
域
の
中
に
移
植
さ
れ
た
「
中
心
」
と
い
え
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

⑦
安
里
進
「
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
交
易
二
つ
の
口
と
一
つ
の
口
ｌ
争
点
の
整
理
と

検
討
ｌ
」
は
、
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
交
易
の
ル
ー
ト
に
関
し
て
、
〈
奄
美
北
部
ｌ
大
和
〉

の
み
が
存
在
す
る
と
い
う
高
梨
氏
に
よ
る
批
判
に
対
し
て
、
〈
奄
美
北
部
ｌ
大

和
〉
と
い
う
ル
ー
ト
を
認
め
た
上
で
、
久
米
島
に
集
中
出
土
す
る
開
元
通
宝

を
中
国
と
の
直
接
交
易
の
産
物
と
と
ら
え
、
琉
球
列
島
側
の
対
価
が
ヤ
コ
ウ

法
政
史
学
第
七
十
四
号

ガ
イ
だ
っ
た
と
す
る
木
下
尚
子
氏
ら
の
説
や
安
里
氏
自
身
が
久
米
島
の
大
原

で
確
認
し
た
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
加
工
場
遺
跡
を
論
拠
と
し
て
〈
久
米
島
１
階
・
唐
〉

と
い
う
も
う
一
つ
の
ル
ー
ト
の
存
在
を
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑧
中
本
謙
「
琉
球
方
言
ハ
行
子
音
旦
口
の
素
性
を
さ
ぐ
る
」
は
、
こ
れ
ま

で
古
代
音
の
残
存
と
し
て
の
見
方
が
な
さ
れ
て
い
た
琉
球
方
言
の
ハ
行
子
音

且
口
に
つ
い
て
、
古
代
日
本
語
の
ワ
行
子
音
に
対
応
す
る
ｂ
音
と
関
係
づ
け

て
宮
古
・
八
重
山
方
一
一
一
一
口
を
中
心
に
検
討
を
行
い
、
狭
母
音
化
に
伴
っ
て
呼
気

が
強
く
な
り
ワ
行
子
音
が
ｂ
音
に
変
化
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
同

じ
原
理
に
よ
っ
て
旦
口
に
変
化
す
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
ハ
行
子

音
里
ｕ
が
比
較
的
新
し
い
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
示
し
た
。

⑨
間
宮
厚
可
に
よ
る
「
補
論
１
，
本
の
中
の
諸
一
一
一
一
口
語
ｌ
ア
イ
ヌ
・
ヤ
マ

ト
・
琉
球
の
言
語
生
成
ｌ
」
は
、
二
○
○
八
年
九
月
に
行
わ
れ
た
研
究
会
「
Ⅱ

本
の
中
の
諸
言
語
」
の
報
告
を
も
と
に
し
て
、
Ⅲ
本
語
・
ア
イ
ヌ
語
・
琉
球

語
の
関
係
に
つ
い
て
概
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
語
は
、
Ｈ
本
語
と
は

全
く
異
な
る
言
語
で
、
縄
文
時
代
に
日
本
列
島
で
話
さ
れ
て
い
た
言
語
が
そ

の
祖
先
に
あ
た
り
、
弥
生
文
化
と
と
も
に
日
本
語
が
日
本
列
島
全
域
に
広
ま

る
に
つ
れ
て
、
ア
イ
ヌ
語
は
南
か
ら
北
へ
と
移
動
さ
せ
ら
れ
た
と
し
、
琉
球

語
は
ｎ
本
語
の
一
方
言
で
あ
り
、
ｎ
本
語
の
琉
球
へ
の
流
入
の
時
期
に
つ
い

て
は
、
民
族
学
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
資
料
等
、
異
分
野
の
研
究
成
果
を
持
ち
寄
っ
て
総

合
的
に
究
明
し
て
い
く
必
要
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

⑩
福
寛
美
「
補
論
２
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
の
甕
」
は
、
『
お
も
ろ
さ
う
し
」

に
登
場
す
る
二
五
例
の
器
物
Ⅱ
甕
の
例
を
分
析
し
て
い
る
。
祭
祀
の
場
に
据

え
ら
れ
た
多
く
の
甕
の
中
身
が
概
ね
酒
や
神
酒
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
酒

甕
・
神
酒
甕
は
、
カ
ム
ィ
ャ
キ
、
タ
イ
製
・
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
製
・
中
国
製
の
可

四
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次
い
で
「
Ⅱ
北
の
世
界
Ｉ
青
森
市
・
灯
江
遺
跡
群
」
と
し
て
⑪
～
⑲
ま

で
の
九
本
の
論
考
が
排
列
さ
れ
て
い
る
。
石
江
遺
跡
群
は
、
新
旧
（
１
）
（
２
）

遺
跡
、
高
間
（
１
）
（
６
）
遺
跡
、
新
城
平
岡
（
２
）
（
４
）
（
５
）
遺
跡
を
総

称
し
た
も
の
で
あ
り
、
発
掘
調
査
は
、
青
森
市
教
委
と
青
森
県
教
委
が
分
担

し
て
担
当
し
て
い
る
。
な
お
、
⑬
～
⑯
の
四
本
の
コ
メ
ン
ト
は
、
二
○
○
八

年
九
月
に
青
森
巾
で
行
わ
れ
た
研
究
会
の
報
告
を
も
と
に
し
て
い
る
。

⑪
小
口
雅
史
「
古
代
末
期
の
北
方
世
界
ｌ
北
方
史
グ
ル
ー
プ
の
研
究
視
覚

ｌ
」
は
、
石
江
遺
跡
群
の
正
式
報
行
書
刊
行
が
始
ま
っ
た
現
時
点
で
、
平
安

京
と
何
様
の
祭
祀
が
行
わ
れ
、
北
方
交
易
の
富
が
集
中
し
、
ま
た
陸
奥
国
府

の
出
先
施
設
と
い
う
想
定
す
ら
出
さ
れ
て
い
る
新
旧
（
１
）
遺
跡
（
石
江
遺

跡
群
）
を
先
人
観
無
し
に
、
冷
静
に
見
祓
す
必
要
を
説
き
、
「
北
Ⅱ
本
に

お
け
る
交
易
と
交
流
を
め
ぐ
っ
て
」
「
二
北
方
交
易
の
嵯
開
と
「
防
御
性
集

落
」
の
出
現
」
「
三
新
田
（
１
）
遺
跡
の
出
現
」
の
項
目
を
た
て
、
古
代
末

～
中
世
初
期
の
北
Ⅱ
本
の
史
的
展
開
を
概
観
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
⑫
～
⑲

に
関
し
て
簡
単
な
紹
介
を
行
っ
て
い
る
。

⑫
木
村
淳
一
「
青
森
市
石
江
遺
跡
群
の
特
質
」
は
、
青
森
市
教
委
の
発
掘

担
当
者
と
し
て
発
掘
調
査
・
整
理
作
業
進
行
中
の
石
江
遺
跡
群
の
現
時
点
で

判
明
し
て
い
る
概
要
を
述
べ
る
。
新
田
（
１
）
（
２
）
遺
跡
、
新
城
平
岡
（
２
）

能
性
が
あ
る
が
、
多
く
の
数
を
揃
え
、
庭
や
杜
な
ど
屋
外
で
の
祭
祀
の
場
で

汚
れ
を
気
に
せ
ず
惜
し
げ
も
な
く
地
面
に
償
く
甕
と
し
て
は
、
南
関
諸
島
の

権
力
者
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
カ
ム
ィ
ャ
キ
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
こ
と

を
指
摘
す
る
。

書
評
と
紹
介

四

（
４
）
遺
跡
、
高
間
（
１
）
遺
跡
の
概
要
を
述
べ
、
九
世
紀
後
半
～
二
一
世

紀
を
、
ａ
九
世
紀
後
半
～
一
○
世
紀
前
半
、
ｂ
一
○
世
紀
中
葉
～
二
世
紀

前
半
、
ｃ
’
二
世
紀
後
半
～
一
三
世
紀
前
半
の
一
一
一
期
に
分
け
て
、
時
期
変
遷

の
概
観
を
示
す
。
そ
し
て
、
石
江
遺
跡
群
は
、
津
雌
地
方
で
集
落
が
増
加
す

る
動
向
の
中
で
九
世
紀
後
半
以
降
に
成
立
し
、
一
○
世
紀
中
頃
～
二
世
紀

中
頃
に
附
郭
集
落
（
い
わ
ゆ
る
防
御
性
集
落
）
と
な
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
前

代
か
ら
の
変
遷
を
経
た
在
地
の
一
勢
力
の
拠
点
と
な
る
集
落
で
あ
る
こ
と
、

北
方
的
要
素
と
し
て
は
襟
文
士
器
、
南
（
国
家
）
側
要
素
と
し
て
は
緑
釉
陶

器
・
八
稜
鏡
・
而
帯
・
桧
扇
・
木
簡
・
神
像
．
（
仏
）
像
手
・
木
製
祭
祀
具
・

（
鉄
製
）
鏡
・
墨
書
土
器
・
士
馬
な
ど
が
出
土
す
る
が
、
直
接
的
流
人
は
鏡

や
緑
釉
の
ご
く
一
部
で
、
残
り
は
襟
文
士
器
と
同
様
に
在
地
の
生
産
で
あ
る

こ
と
、
し
か
し
木
製
祭
祀
典
・
仏
教
的
要
素
に
つ
い
て
は
、
非
施
接
的
だ
と

し
て
も
情
報
を
入
手
し
、
在
地
で
製
作
し
、
祭
祀
・
宗
教
的
行
為
を
行
っ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

｛
⑬
葛
城
和
穂
「
コ
メ
ン
ト
ー
青
森
巾
新
川
（
２
）
遺
跡
（
県
教
委
担
当

分
巨
は
、
青
森
県
教
委
の
調
査
担
当
者
と
し
て
、
新
田
（
２
）
遺
跡
の
概
要
、

お
よ
び
縄
文
時
代
・
平
安
時
代
・
中
世
の
遺
構
に
つ
い
て
述
べ
る
。

⑭
渡
辺
晃
宏
「
コ
メ
ン
ト
２
新
田
（
１
）
遺
跡
出
土
木
簡
の
意
義
」
は
、

新
川
（
１
）
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
二
点
の
木
簡
（
青
森
市
教
委
担
当
分
一

○
点
、
青
森
県
教
委
担
当
分
一
点
）
を
、
ａ
荷
札
状
の
木
簡
、
ｂ
異
形
の
荷

札
状
の
木
簡
、
ｃ
異
形
の
形
代
状
の
木
簡
、
ｄ
物
忌
札
、
ｅ
習
書
、
ｆ
断
簡

に
分
け
、
律
令
制
下
の
木
簡
と
比
較
し
、
新
田
（
１
）
遺
跡
出
土
木
簡
に
ど

の
程
度
律
令
制
の
影
響
を
捉
え
得
る
か
の
検
討
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
墨

書
内
容
か
ら
見
る
と
、
律
令
制
支
配
に
関
わ
る
内
容
は
全
く
見
ら
れ
ず
、
形

四
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態
的
に
も
類
似
し
た
も
の
は
あ
る
が
、
律
令
制
支
配
に
関
わ
る
木
簡
に
は
通

常
見
ら
れ
な
い
得
意
な
形
状
も
あ
り
、
新
田
（
１
）
遺
跡
出
土
木
簡
を
ス
ト

レ
ー
ト
に
律
令
制
的
要
素
に
結
び
つ
け
て
理
解
す
る
の
は
適
当
で
は
な
い
と

す
る
。

⑮
須
藤
弘
敏
「
コ
メ
ン
ト
３
新
田
（
１
）
遺
跡
出
土
の
仏
教
関
係
遺
物

に
つ
い
て
」
は
、
新
田
（
１
）
遺
跡
で
出
土
し
た
鉄
鏡
（
鈴
）
・
仏
手
・
金
剛

杵
状
木
製
品
・
未
開
敷
蓮
華
状
木
製
品
・
水
瓶
型
木
製
品
・
火
炎
光
背
断
片
・

神
像
（
二
点
）
・
堵
身
の
計
九
点
に
及
ぶ
仏
教
関
係
遺
物
に
つ
い
て
検
討
し
、

鉄
鏡
（
鈴
）
以
外
は
、
中
央
の
本
格
的
造
形
と
は
形
状
も
技
術
も
異
な
り
、

材
質
も
含
め
て
地
元
青
森
で
作
成
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

⑯
山
川
帖
子
「
コ
メ
ン
ト
４
秋
田
県
の
古
代
木
製
祭
祀
具
ｌ
能
代
巾
樋

口
遺
跡
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
は
、
秋
田
県
能
代
市
の
樋
口
遺
跡
お
よ
び
北
秋

田
市
の
地
蔵
岱
遺
跡
で
出
土
し
た
斎
申
・
人
形
・
鍬
形
・
〃
形
な
ど
の
木
製

祭
祀
具
を
検
討
し
、
秋
田
県
内
で
は
城
柵
を
中
心
に
律
令
祭
祀
が
導
入
さ
れ
、

律
令
体
制
が
衰
退
し
た
後
に
も
、
地
域
に
よ
っ
て
内
容
を
取
捨
選
択
し
な
が

ら
も
同
様
の
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
、
新
田
（
１
）
（
２
）
遺
跡

の
木
製
祭
祀
具
は
律
令
祭
祀
の
系
譜
に
連
な
る
も
の
の
、
樋
口
・
地
蔵
岱
遣

跡
と
は
別
の
取
捨
選
択
を
経
て
お
り
、
伝
播
の
過
程
の
究
明
に
は
今
後
の
青

森
県
内
の
事
例
の
蓄
積
が
必
要
と
す
る
。

⑰
宇
部
則
保
「
九
二
○
世
紀
の
青
森
県
周
辺
の
地
域
性
」
は
、
青
森
県

を
太
平
洋
側
の
南
部
（
八
戸
）
と
北
部
（
上
北
）
．
Ⅱ
本
海
側
の
南
部
（
津
軽

南
部
）
と
北
部
（
津
軽
北
部
）
の
四
地
域
に
分
け
、
九
世
紀
以
前
か
ら
継
続

す
る
集
落
が
見
ら
れ
る
伝
統
集
落
域
は
、
南
部
の
二
地
域
、
九
世
紀
後
半
～
’

○
世
紀
の
集
落
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
新
興
集
落
域
は
北
部
の
二
地
域
で
あ

法
政
史
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り
、
南
か
ら
北
へ
集
落
域
が
拡
大
し
て
い
く
状
況
を
示
し
た
。
ま
た
、
九
世

紀
初
頭
前
後
の
土
器
様
相
に
つ
い
て
、
ロ
ク
ロ
土
師
器
や
須
恵
器
に
つ
い
て

検
討
し
、
九
世
紀
後
半
～
一
○
世
紀
の
様
相
を
示
し
、
津
軽
北
部
で
は
、
九

世
紀
後
半
以
降
急
激
と
も
い
え
る
社
会
変
化
が
起
こ
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
在

地
集
団
の
統
合
が
希
薄
な
中
で
、
律
令
側
か
ら
の
人
・
物
・
技
術
が
入
っ
て

い
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

⑱
八
木
光
則
「
古
代
末
期
の
蝦
夷
社
会
」
は
、
北
奥
古
代
末
期
社
会
の
特

徴
を
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
①
囲
郭
集
落
、
②
北
奥
祭
儀
、
③
北
方
交
易

を
あ
げ
、
検
討
を
加
え
て
い
る
ｒ
》
囲
郭
集
落
が
成
立
す
る
背
景
と
し
て
、
城

柵
が
終
焉
し
た
こ
と
で
朝
貢
饗
給
関
係
に
よ
り
保
た
れ
て
い
た
秩
序
が
解
体

し
、
北
方
交
易
の
隆
盛
が
無
法
・
無
秩
序
な
状
況
を
生
み
出
し
た
こ
と
を
示

す
。
ま
た
、
北
奥
祭
儀
に
は
複
数
の
系
譜
が
あ
り
、
仏
教
の
浸
透
度
が
低
く
、

古
密
教
の
法
具
、
斎
串
や
形
代
を
用
い
た
祭
儀
が
行
わ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も

型
式
変
化
、
独
自
化
す
る
特
徴
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
北
方
交
易
を
、
第

一
段
階
（
七
～
九
世
紀
前
葉
）
、
第
二
段
階
（
九
世
紀
中
葉
’
一
○
世
紀
前
葉
）
、

第
三
段
階
（
’
○
世
紀
中
葉
～
一
一
世
紀
前
葉
）
、
第
四
段
階
（
一
一
世
紀
代
）

の
四
段
階
に
分
け
、
第
三
段
階
で
は
城
柵
で
の
朝
貢
は
終
焉
す
る
も
の
の
、

受
領
官
が
関
わ
っ
て
以
前
に
も
増
し
て
多
く
の
産
品
が
流
通
し
て
い
た
こ
と

を
示
し
、
古
代
末
期
の
北
奥
社
会
の
位
置
づ
け
を
示
し
た
□

⑲
小
嶋
芳
孝
「
渤
海
か
ら
見
た
北
東
北
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
仏
教
」
は
、

綏
芥
河
流
域
の
仏
教
遺
跡
を
紹
介
し
、
こ
れ
ら
が
渤
海
の
王
権
に
よ
っ
て
、

境
界
領
域
を
超
え
て
侵
入
し
て
く
る
災
い
を
防
御
す
る
目
的
で
造
営
さ
れ
た

も
の
と
す
る
。
ま
た
、
蝦
夷
の
基
層
文
化
は
大
陸
か
ら
の
影
響
を
受
け
た

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
あ
り
、
北
東
北
を
中
心
に
出
土
す
る
錫
杖
状
鉄
製
品
等

四
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第
３
部
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
一
Ⅱ
月
の
城
久
遺
跡
群
に
関
す
る
質
疑
応

答
、
二
日
Ⅱ
の
石
江
遺
跡
群
に
関
す
る
質
疑
応
答
、
そ
し
て
最
後
に
行
わ
れ

た
総
括
討
論
を
あ
つ
か
っ
て
い
る
□
そ
の
際
、
南
に
関
す
る
内
容
を
吉
成
直

樹
氏
、
北
に
関
す
る
内
容
を
小
口
雅
史
氏
が
要
約
・
整
理
し
、
テ
ー
マ
ご
と

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
た
い
へ
ん
理
解
し
や
す
く
な
っ
て
お
り
、
②

⑪
論
文
と
第
３
部
だ
け
で
も
、
現
段
階
で
の
研
究
状
況
や
課
題
等
の
概
要
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
第
３
部
で
整
理
さ
れ
た
テ
ー
マ
の
い
く
つ
か
に
関
し
て
、
感
想
め
い

た
こ
と
を
記
し
て
お
く
。
「
な
ぜ
喜
界
島
か
？
」
は
、
奄
美
諸
島
の
巾
で
な
ぜ

喜
界
島
が
選
択
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
喜
界
島
に
お
け
る
在
地

性
の
希
薄
さ
は
、
喜
界
島
の
在
地
の
勢
力
の
少
な
さ
、
す
な
わ
ち
ヤ
マ
ト
の

勢
力
を
扶
植
し
や
す
か
っ
た
と
い
う
点
に
求
め
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い

か
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
昨
年
手
久
津
久
集
落
で
、
兼
久
式
土
器
を
主
体
と

し
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
等
が
出
土
す
る
川
尻
遺
跡
の
確
認
調
査
が
行
わ
れ
た
こ
と
よ

り
、
今
後
の
本
格
的
調
査
に
よ
っ
て
城
久
遺
跡
群
と
喜
界
島
の
在
地
社
会
と

の
関
係
な
ど
新
た
な
評
価
に
期
待
が
か
か
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
外
浜
の
範
闘
に
つ
い
て
」
は
、
史
料
に
現
れ
る
外
浜
の
変
遷
と
、
考
古
学

は
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
密
教
系
仏
教
が
融
合
し
た
蝦
夷
社
会
の
固
有
宗
教

で
発
音
具
と
使
用
さ
れ
た
祭
具
で
あ
る
と
し
、
石
江
遺
跡
群
で
は
、
こ
れ
と

と
も
に
木
製
祭
具
を
用
い
た
「
払
い
」
を
意
識
し
た
祭
祀
も
行
わ
れ
た
が
、

そ
の
背
景
に
は
日
本
の
王
権
の
論
理
で
は
な
く
、
境
界
領
域
に
住
む
蝦
夷
の

論
理
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

書
評
と
紹
介

五

的
な
変
化
が
対
応
す
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
今
後
の
議
論
に
興
味
の
引
か
れ

る
と
こ
と
で
あ
る
。

「
城
久
遺
跡
群
に
住
ん
だ
人
び
と
と
周
辺
と
の
関
わ
り
」
に
つ
い
て
は
、
城

久
遺
跡
群
に
住
ん
だ
人
び
と
が
何
を
食
料
と
し
て
い
た
の
か
、
兼
久
式
土
器

を
使
う
人
び
と
と
同
じ
か
異
な
る
か
大
き
な
課
題
で
あ
る
が
、
城
久
遺
跡
群

は
六
世
紀
以
上
に
わ
た
る
遺
跡
で
あ
る
か
ら
、
中
烏
恒
次
郎
氏
の
一
一
一
一
口
う
「
落

下
傘
部
隊
」
の
降
下
が
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
の
か
、

こ
の
間
の
変
遷
を
ど
う
考
え
る
か
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
》

「
城
久
遺
跡
群
は
官
衙
か
？
」
に
関
し
て
は
、
九
世
紀
未
の
大
宰
府
の
下
知

を
受
け
る
存
在
ｓ
日
本
紀
略
」
長
徳
ｎ
年
（
九
九
八
）
九
月
Ｉ
四
日
条
）
が
、

一
二
世
紀
初
頭
に
は
喜
界
島
人
の
紀
伊
国
漂
着
に
際
し
て
宋
入
定
に
準
じ
る

陣
定
が
行
わ
れ
る
（
『
長
秋
記
』
天
永
二
年
（
’
一
一
一
）
九
月
四
円
条
）
よ

う
に
異
国
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
二
枇
紀
代
に

キ
カ
イ
ガ
シ
マ
の
位
置
付
け
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
〔
従
っ
て
、
一
一
世

紀
以
前
の
段
階
で
の
官
衙
の
存
在
す
る
か
ど
う
か
が
問
題
で
あ
る
が
、
高
梨

氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
南
島
の
厳
し
い
気
象
条
件
の
巾
で
、
い
わ
ゆ
る

官
衙
風
の
建
物
が
建
て
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
〕

「
石
江
遺
跡
群
は
官
衙
か
？
」
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
胡
桃
館
遺
跡
の
よ
う

な
遺
構
の
ほ
と
ん
ど
残
ら
ず
、
考
古
学
的
に
認
識
で
き
な
い
建
物
も
視
野
に

入
れ
れ
ば
、
前
テ
ー
マ
と
同
じ
く
、
境
界
領
域
に
お
い
て
は
従
来
の
官
衙
の

イ
メ
ー
ジ
を
再
検
討
し
て
み
る
必
要
も
あ
る
と
思
う
。

「
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
交
易
の
「
二
つ
の
口
」
」
に
つ
い
て
、
奄
美
諸
島
と
ヤ
マ
ト

の
交
易
に
関
し
て
は
高
梨
・
安
里
両
氏
が
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
問

題
は
久
米
島
の
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
大
量
出
土
遺
跡
を
ど
う
評
価
す
る
か
に
あ
る
。
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安
里
氏
の
一
一
一
一
口
う
大
原
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
加
工
場
遺
跡
は
、
正
式
な
調
査
が
行
わ
れ

て
お
ら
ず
不
明
の
点
が
多
い
が
、
清
水
貝
塚
・
北
原
貝
塚
に
つ
い
て
は
問
題

が
な
い
。
そ
の
上
で
、
「
続
日
本
紀
』
和
銅
七
年
（
七
一
囚
）
十
二
月
戊
午
条

の
「
少
初
位
下
太
朝
臣
遠
建
治
等
、
南
島
の
奄
美
・
信
覚
及
び
球
美
等
島
人

五
十
二
人
を
率
ゐ
、
南
島
よ
り
至
る
。
」
の
球
美
を
久
米
島
と
す
れ
ば
、
久
米

島
も
ヤ
マ
ト
の
と
の
交
易
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
久
米
烏

と
中
国
と
の
交
易
論
の
前
提
に
は
、
南
西
諸
島
で
出
土
し
て
い
る
開
元
通
宝

に
関
す
る
木
下
尚
子
氏
の
見
解
が
あ
る
が
、
南
島
で
最
も
多
い
三
一
一
一
枚
の
開

元
通
宝
が
出
土
し
た
石
Ⅲ
島
崎
枝
赤
崎
貝
塚
と
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
交
易
の
関
係
は

明
確
で
は
な
く
、
開
元
通
宝
の
存
在
か
ら
唐
と
の
交
易
の
存
在
は
言
え
る
も

の
の
、
一
歩
進
ん
で
そ
の
対
価
を
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
に
特
定
す
る
こ
と
に
は
嬬
踏

を
覚
え
る
。

「
北
（
渤
海
）
と
の
交
易
肋
」
「
南
の
交
易
」
に
つ
い
て
は
、
南
北
に
も
た

ら
さ
れ
た
物
を
中
心
に
討
論
さ
れ
て
い
る
が
、
南
北
か
ら
人
手
さ
れ
た
品
々

が
「
中
心
」
に
お
い
て
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
船
々
で
あ
っ
た
か
を
、
時
間

軸
を
織
り
込
み
な
が
ら
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
”
一
例
を
と
れ
ば
、

中
里
壽
克
氏
に
よ
っ
て
一
二
世
紀
と
一
一
一
一
世
紀
の
交
こ
ろ
か
ら
螺
釧
材
料
が

ヤ
コ
ウ
ガ
イ
か
ら
ア
ワ
ビ
に
変
化
す
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
が
（
「
古
代
螺

釧
の
研
究
」
上
・
下
『
國
華
」
’
’
九
九
号
（
一
九
九
五
年
）
・
’
’
’
○
三

号
（
一
九
九
六
年
）
）
、
こ
れ
が
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
の
交
易
船
と
し
て
の
価
値
に
ど

の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
か
、
今
後
の
大
き
な
課
題
と
な
る
と
思
う
。

「
五
所
川
原
産
須
恵
器
と
カ
ム
ィ
ャ
キ
」
に
つ
い
て
は
、
五
所
川
原
須
恵
器

窯
は
九
世
紀
～
一
○
世
紀
に
操
業
し
て
お
り
、
全
国
的
に
見
れ
ば
古
代
須
恵

器
生
産
の
悼
尾
に
位
置
す
る
が
、
カ
ム
ィ
ャ
キ
窯
は
二
世
紀
に
操
業
を
開

法
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史
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始
し
、
中
世
陶
器
と
し
て
理
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
生
産
の
背
景
に
大

き
な
違
い
が
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
境
界
の
交
易
に
た
ず
さ
わ
っ
た
商
人

た
ち
」
に
つ
い
て
も
、
南
北
の
交
易
シ
ス
テ
ム
が
、
二
世
紀
頃
を
堺
に
し

て
大
き
く
変
容
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

「
南
と
北
の
比
較
」
に
つ
い
て
。
本
書
の
結
論
と
し
て
、
非
在
地
的
性
格
の

南
の
城
久
遺
跡
群
に
対
し
て
、
北
の
石
江
遺
跡
群
は
在
地
性
を
強
く
持
っ
て

い
る
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
村
井
章
介
氏
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
石
江
遺

跡
群
を
在
地
に
還
元
し
て
し
ま
う
こ
と
は
正
し
く
な
い
。
強
い
在
地
性
を
持

ち
な
が
ら
も
、
な
ぜ
交
易
の
拠
点
た
り
得
た
か
こ
そ
追
求
さ
れ
る
べ
き
課
題

で
あ
る
と
考
え
る
。

城
久
遺
跡
群
と
石
江
遺
跡
群
は
、
二
○
○
一
一
一
年
に
調
査
が
開
始
さ
れ
、
本

調
査
は
終
了
し
た
も
の
の
、
す
べ
て
の
報
告
書
が
出
そ
ろ
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
の
考
察
に
は
、
常
に
不
完
全
さ
が
つ
き
ま
と
う
。

し
か
し
、
考
古
学
や
文
献
史
学
の
研
究
者
が
、
不
完
全
な
が
ら
も
眼
前
の
情

報
に
基
づ
い
て
、
可
能
性
を
議
論
し
て
い
く
こ
と
は
、
仮
説
の
提
示
と
検
証

と
い
う
意
味
で
も
き
わ
め
て
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
だ
と
感
じ
る
ｃ
そ
の
意
味
で
、

本
書
は
現
時
点
に
お
け
る
城
久
遺
跡
群
・
石
江
遺
跡
群
研
究
の
到
達
点
を
示

す
。
一
方
で
、
討
論
の
ま
と
め
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ま
だ
ま
だ

解
決
す
べ
き
問
題
は
数
多
く
、
引
き
続
き
検
討
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
い
つ
の
日
か
城
久
遺
跡
群
と
石
江
遺
跡
群
の
比
較
検
討
が
行
わ
れ
る
こ

と
へ
の
期
待
を
述
べ
て
、
本
書
の
紹
介
を
終
え
た
い
。
私
の
能
力
的
限
界
か

ら
一
面
的
で
甚
だ
ま
と
ま
り
の
な
い
紹
介
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
ご
海

六
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六
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容
願
い
た
い
と
思
う
。

（
二
○
一
○
年
五
月
刊
Ａ
５
判
四
一
六
頁
定
価
七
二
○
○
円
十
税

森
話
社
）

書
評
と
紹
介

四
七
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